
月 平成29年度 事業内容

４
屏風山山開き祭� （1日）
小里城跡祈願祭� （14日）
通常総会� （24日）

５ いいなっつ農園苗植え� （20日）
稲津ふれあい映画館� （27日）

６

広報紙22号発行
花いっぱい事業� （2日）
稲津青少年育成町民会議� （8日）
屏風山登山と山の音楽会�（24日）

７
小里城跡、止静庵跡、
中学校水洗線桜並木整備事業�（8日）
町民夏まつり� （29日）

８ お年寄りと子どものふれあい広場
� （23日）

10

町民ふれあい大運動会� （1日）
いいなっつ農園収穫祭� （9日）
稲津町文化祭� （21･22日）
小里川ダム湖周ウォーキング� （29日）

11 花いっぱい事業� （2日）

12 まちづくり年末イベント� （9日）

1 広報紙23号発行

2 稲津青少年育成町民会議� （7日）
いなつフォークビレッジ� （17･18日）

３ すぷりんぐコンサート� （10日）
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理
事
長　

伊　
藤　
　
治

平
成
二
十
九
年
度
第
十
回
通
常
総
会
（
通
期

二
十
回
）
を
四
月
二
十
四
日
開
催
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
十
八
年
度
も
町
内
各
種
関
連
団
体
と
の
連

携
の
も
と
、
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

四
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
（
宝
く
じ
助
成
金
）
二
五
〇
万

円
を
活
用
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
五
張
り
、
バ
ル
ー
ン
式
の
夜
間
照
明

器
、
ホ
ー
ル
の
ス
ッ
ポ
ト
ラ
イ
ト
二
台
を
購
入
し
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動
に

対
し
て
の
「
ご
褒
美
」
が
い
た
だ
け
た
の
で
は
と
う
れ
し
い
思
い
で
す
。
夏

ま
つ
り
、
運
動
会
、
文
化
祭
な
ど
で
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

「
稲
津
の
ま
ち
づ
く
り
は
す
ご
い
ね
ー
」
と
う
れ
し
い
評
価
が
い
た
だ
け

る
の
は
町
民
の
み
な
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年
間
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
稲
津
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
世
代
間
の
交
流
を
意
識
し
て
事
業
展
開
を
し

て
い
ま
す
。
園
児
・
稲
子
連
・
長
寿
会
が
集
う
「
い
い
な
っ
つ
農
園
」「
お

年
寄
り
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍
の

「
ふ
れ
あ
い
映
画
館
」、「
町
民
夏
ま
つ
り
」、「
町
民
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
」、「
稲

津
町
文
化
祭
」、「
み
の
り
財
布
ま
つ
り
」
な
ど
、
各
種
事
業
に
本
当
に
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
事
業
で
は
、
黒
の
田
湿
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
様
に
よ
る
屏

風
山
の
登
山
道
と
遊
歩
道
周
辺
の
整
備
、
小
里
城
顕
彰
会
の
み
な
様
に
よ
る

登
山
道
の
整
備
が
進
み
、
週
末
に
は
町
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
も
多
く
の

方
が
訪
れ
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

二
十
九
年
度
に
向
け
て
も
、
区
長
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
関
連

団
体
、
各
専
門
部
会
の
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
公
民
館
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
稲
津
」
の
創
造

に
向
け
て
、
行
政
・
区
長
会
と
ま
ち
づ
く
り
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
四
月
か
ら
集
落
支
援
制
度
を
活
用
し
て
新
規
に
女
性

職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
女
性
の
視
点
か
ら
の
事
業

展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本
年
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
生
ま
れ
て
二
十
年
、
法
人
化
十
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成29年６月１日

発行　ＮＰＯ法人� 発行責任者　事務局長・広報委員長　工藤　重孝
　　　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会� 事務局：稲津公民館内　☎68-3201

第22号

ますます元気な稲津まちづくり！

　今年度も楽しい企画がめじろおしです。
是非、皆さんの参加をおまちしています。
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平成29年度　瑞浪市夢づくり地域交付金
通常事業 （単位：円）

事　業　名 金　　額
まちづくり推進事業 74,000
文化・芸術・スポーツ推進事業 730,000
環境保全事業 240,000
社会福祉推進事業 20,000
青少年健全育成事業 40,000
まちづくり情報発信事業 137,000

合　　　計 1,241,000

＊収入の部� （単位：円）

項　　目 金　　額 備　　考
1　会費収入 100,000 賛助会員
2　町費助成金等 2,050,000 稲津町町費活動助成金等
3　市夢づくり交付金 1,241,000 夢づくり地域交付金
4　事業収入 390,000 コンサート等参加費・売上金等
5　公民館指定管理 8,402,000 市委託金
6　公民館使用料等 880,000 使用料・受講料等
7　雑入 398,500 印刷・コピー代等
8　繰越金 2,526,612 前年度繰越金

合　　　計 15,988,112 

＊支出の部� （単位：円）

項　　　目 金　　額 備　　考
1　事業費 2,533,000
１）まちづくり推進事業 140,000 野菜栽培等
２）文化・芸術・ｽﾎﾟｰﾂ推進事業 1,533,000 映画会、運動会、コンサート等
３）環境保全事業 280,000 屏風山・小里城環境整備、花苗購入等
４）青少年・地域安全推進事業 80,000 青少年育成・青パト
５）社会福祉推進事業 30,000 ふれあい広場
６）助成金事業 200,000 小里城顕彰会等
７）各種協賛事業 40,000 花火協賛等
８）情報発信事業 230,000 まちづくり広報紙発行・ホームページ

2　管理費 285,000 
１）通信運搬費 50,000 はがき・切手代等
２）旅費 55,000 研修・調査・連絡会　旅費等
３）会議費 60,000 総会・役員会・部会・委員会等
４）使用料及び賃借料 50,000 瑞祥館管理等
５）交際費 40,000 
６）慶弔費 30,000 

3　公民館運営費 11,270,000 
１）人件費 7,500,000 公民館職員３名分
２）事務管理費 2,280,000 施設管理・役務費、租税公課費用等
３）事業運営費 1,490,000 各種教室・講座・文化祭等

4　予備費 1,900,112 
合　　　計 15,988,112 

平成29年度　事業会計収支予算書

平成28年度　主な事業・決算報告
事業別報告書（主な活動のみ記載）

１．まちづくり推進事業
①いいなっつ農園	 5月21日・10月8日
②町民夏まつり（実行委員会）	 7月30日
③みのり財布まつり（実行委員会）	 11月13日

２．社会教育推進事業
①稲津町文化祭協力事業	 10月22･23日

３．文化・芸術・スポーツの推進事業
①稲津ふれあい映画館「くちびるに歌を」	 5月28日
②稲津町民ふれあい大運動会（実行委員会）	 9月25日
③まちづくり年末イベント
　「いなつ　クリスマス　ファミリー　こんさぁと」	 12月10日  
④すぷりんぐコンサート	 3月11日 

４．環境保全事業
①稲津花いっぱい運動（各子ども会、各長寿会他）	 6月、11月
②屏風山登山	 6月25日
③屏風山登山と山の音楽会	 10月29日

５．地域安全推進事業
①町内巡回事業（稲津青パト隊）	 年50回
②町内交通安全活動（交通安全稲津分会中心に）	 月2回
③年末夜警（第四分団他）	 12月

６．社会福祉事業
①お年寄りと子どものふれあい広場	 8月19日
②みんなで楽しいお正月	 1月5日
③宅老所運営（稲津宅老所）	 毎週1回

７．子どもの健全育成事業
①青少年町民会議（稲津町青少年町民会議）	 6月､ 2月
・あいさつ運動（6回）

８．会議・委員会報告
①理事役員会（理事 ･評議員合同会議）	 開催数12回
②指定管理委員会	 開催数1回
③広報委員会	 発行回数2回

９．稲津公民館の管理運営
①ロビー展示（毎月）、各種学級、講座の開催　
②イベントアンケートの実施
③公民館運営委員会	 開催数2回

10．その他
まちづくり加盟32団体が通常活動として、年間を通して生涯学習活動、
地域推進活動、自然・環境美化活動、健康福祉活動、教育活動、安全・
防犯・防災活動、産業活動を展開し、「ふるさと稲津」の創造に向けて活
動しています。

平成28年度　収　支　決　算　書
＊収入の部� （単位：円）

区　　　分 予算額 収入済額 比　　較 摘　　　　要
1　会費収入 100,000 100,000 0 賛助会員
2　町交付金 2,000,000 2,000,000 0 稲津町費活動助成金
１）まちづくり協議会費 1,200,000 1,200,000 0
２）小里城顕彰会 100,000 100,000 0
３）財布まつり 100,000 100,000 0
４）文化祭費 200,000 200,000 0
５）公民館費 400,000 400,000 0

3　市交付金 1,251,000 1,248,000 -3,000 市夢づくり地域交付金
4　宝くじ助成金 2,500,000 2,500,000 活動備品購入助成
5　事業収入 490,000 448,950 -41,050 コンサート等参加費、売上金等
6　公民館 9,308,000 9,681,583 373,583
１）公民館運営管理料 8,402,000 8,402,000 0 市委託費
２）公民館使用料（受講料含む） 906,000 1,279,583 373,583 使用料等

7　雑　　入 361,500 369,276 7,776 印刷・コピー代等
8　助 成 金 50,000 50,000
9　繰 越 金 1,888,129 2,282,231 394,102 前年度繰越金

合　　　計 15,398,629 18,680,040 3,281,411

＊支出の部� （単位：円）

区　　　分 予算額 支出済額 比　　較 摘　　　　要
1　事業費 3,096,000 5,189,650 -2,093,650
１）まちづくり推進事業 174,000 147,833 26,167 野菜栽培
２）文化・芸術・スポーツ推進事業 1,713,000 1,576,742 136,258 映画会、運動会、コンサート等
３）環境保全事業 370,000 243,198 126,802 屏風山登山、小里城、花苗購入等
４）青少年地域安全推進事業 90,000 65,900 24,100 青少年・青パト等　消耗品
５）社会福祉推進事業 30,000 30,000 0 ふれあい広場
６）助成金事業 200,000 200,000 0 財布まつり、小里城顕彰会
７）各種協賛事業 35,000 45,000 -10,000 花火協賛　餅
８）情報発信事業 242,000 380,977 -138,977
９）活動備品購入事業 242,000 2,500,000 -2,258,000

2　管理費 285,000 255,159 29,841
１）通信運搬費 50,000 42,400 7,600 はがき・切手代等
２）旅費 55,000 30,000 25,000 出張等
３）会議費 60,000 30,078 29,922 会議
４）使用料及び賃借料 50,000 50,000 0 瑞祥館
５）交際費 40,000 73,000 -33,000
６）慶弔費 30,000 7,533 22,467
７）管理費　その他 2,148 -2,148 事務費
８）謝礼 20,000 -20,000

3　公民館運営費 10,551,000 10,708,619 -157,619
１）人件費 6,740,000 7,092,370 -352,370 公民館職員3人分
２）事務管理費 1,974,000 2,220,090 -246,090 清掃、傷害保険等
３）事業運営費 1,837,000 1,396,159 440,841 教室、講座消耗品、報償費、役務費

4　予備費 1,466,629 1,466,629
合　　　計 15,398,629 16,153,428 -754,799

収入済額　18,680,040円　－　支出済額　16,153,428円　＝　2,526,612円（次年度繰越金）

平成28年度末　積立金保管状況
金融機関名 金　　額

陶都信用農業協同組合稲津支店 1,012,381
東濃信用金庫稲津支店 100,994
東濃信用金庫稲津支店 503,175

合　　　計 1,616,550
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まちづくり担当役員名簿
まちづくり担当部会等 NPO 役職名 氏　　　名
総 括 理 事 長 伊　藤　　　治
事 務 局 副 理 事 長 勝　股　　　敬

〃 副 理 事 長 工　藤　重　孝
会 計 副 理 事 長 勝　股　清　治
自然・環境美化部会 理 　 事 勝　股　芳　夫
生 涯 学 習 部 会 理 　 事 小　栗　良　文

〃 理 　 事 小木曽　文　和
地 域 推 進 部 会 理 　 事 西　尾　治　徳

〃 理 　 事 澤　井　茂　和
自然・環境美化部会 理 　 事 稲　葉　俊　光
健 康 ・ 福 祉 部 会 理 　 事 大　島　　　強

〃 理 　 事 後　藤　　　修
教 育 部 会 理 　 事 和　田　さき子
安全・防犯・防災部会 理 　 事 西　尾　佳　紀

〃 理 　 事 三輪田　幸　泰
産 業 部 会 理 　 事 成　瀬　廣　晃

〃 理 　 事 鈴　木　常　仁
教 育 部 会 理 　 事 小　栗　正　敏
健 康 ・ 福 祉 部 会 理 　 事 水　野　富　治
安全・防犯・防災部会 理 　 事 二　村　博　之
生 涯 学 習 部 会 評 議 員 大　島　忠　和
健 康 ・ 福 祉 部 会 評 議 員 小　林　秋　博
安全・防犯・防災部会 評 議 員 後　藤　　　東
教 育 部 会 評 議 員 成　瀬　　　優
生 涯 学 習 部 会 評 議 員 中　山　尚　子
自然・環境美化部会 評 議 員 今　井　　　收
教 育 部 会 評 議 員 水　野　貴　之

〃 評 議 員 大　島　立　志
安全・防犯・防災部会 評 議 員 小木曽　幸　一
産 業 部 会 評 議 員 小　林  由　和

〃 評 議 員 酒　井　尚　美
地 域 推 進 部 会 評 議 員 小　倉　由紀子
自然・環境美化部会 評 議 員 伊　東　尚　子

監 　 事 水　野　　　武
監 　 事 福　安　哲　也
顧 　 問 中　山　征　治
顧 　 問 柴　田　増　三
顧 　 問 熊　澤　清　和

地区推進委員名簿
地区名 氏　　　名

山 の 田 １ 号 丹　羽　正　真
山 の 田 ２ 号 愛　知　考　輔
産 郷 今　井　　　收
中 屋 敷 澤　井　仁　一
五 郷 安　永　幸　子
三 角 成　瀬　光　生
神 戸 岩　島　　　勲
下 小 里 水　野　文　夫
羽 広 中　山　邦　之
須 の 宮 原　田　敬　三
釜 糠 山　本　博　史
川 折 三ツ石　浩　二
桜 ヶ 丘 ―
棚 田 山 福　田　正　明
河 原 加　納　義　信
小 井 戸 水　野　義　久
水 洗 勝　股　　　敬
中 洞 加　納　勝　浩
上 平 後　藤　　　東
大 牧 工　藤　真　登
斧 池 原　田　博　之
学 園 杉　江　尚　紀

地 域 推 進 部 会
稲 津 町 区 長 会 会　　　長 中　山　征　治
稲 津 町 女 性 会 議 代　　　表 井　貝　順　子
稲 津 町 青 少 年 町 民 会 議 会　　　長 中　山　征　治
民 生 児 童 委 員 会 代　　　表 水　野　富　治
瑞 浪 市 役 所 職 員 稲 津 会 代　　　表 工　藤　将　哉

生 涯 学 習 部 会
体 育 協 会 　 稲 津 支 部 支　部　長 熊　澤　清　和
稲 津 寿 大 学 学　級　長 小木曽　幸　一
稲津スポーツ・文化クラブ 理　事　長 今　井　　　收

事務支援
公 民 館 長 工　藤　重　孝
公 民 館 総 括 主 事 大　島　千世子
公 民 館 主 事 小　嶋　伸　江

稲 津 地 区 総 括 正　村　京　司
まちづくり支援総括 山　崎　美　和
まちづくり支援職員 松　原　知　成
集 落 支 援 員 尾　崎　美保子

安全・防犯・防災部会
消 防 団 第 ４ 分 団 分 団 長 西　尾　佳　紀
消 防 後 援 隊 隊 長 髙 木 正 光
交 通 安 全 協 会 稲 津 分 会 分 会 長 三輪田　幸　泰
稲 津 青 パ ト 隊 代 表 三輪田　幸　泰

自然・環境美化部会
稲 荷 奉 賛 会 会 　 長 水　野　征　三
稲 津 い き い き 会 会 　 長 永　井　五　夫
文 化 財 を 守 る 会 会 　 長 加　知　弘　至
小 里 城 顕 彰 会 代 表 柴　田　増　三
卯 月 会 代 　 表 愛　知　和　幸
小里川ダム公園　いやす里 代 　 表 小　栗　正　敏
黒の田湿地保全ボランティア 代 　 表 稲　葉　俊　光

産 業 部 会
小 里 消 費 生 活 協 同 組 合 組 合 長 水　野　　　武
萩 原 生 産 森 林 組 合 組 合 長 三輪田　幸　泰
稲 津 商 栄 会 会 　 長 小　林　由　和
稲 津 同 友 会 会 　 長 鈴　木　常　仁

健 康 ・ 福 祉 部 会
社 協 稲 津 支 部 支 部 長 後　藤　　　修
稲 津 町 長 寿 会 会 　 長 和　田　謙　吉
萩 原 長 寿 会 会 　 長 加　納　文　敏
稲 津 宅 老 所 運営委員長 大　島　　　強

教 育 部 会
瑞 浪 南 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長 中　山　真　二
稲 津 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 　 長 正　村　　　誠
稲 津 幼 児 園 保 護 者 会 会 　 長 安　藤　　　崇
稲 津 子 ど も 会 連 合 会 会 　 長 水　野　貴　之
学 用 品 　 リ エ ン ト リ ー 委 員 長 林　　　秀　美



「社会福祉協議会稲津支部」 支部長　　後藤 修

光
陰
は
矢
の
如
し
。
明
日
の

稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
発
足
し
て
二
〇
年
の

月
日
が
流
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
し
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
の
町
民
夏

ま
つ
り
は
第
五
〇
回
、
ま
さ
に

記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

十
年
ひ
と
昔
と
い
う
が
、
五

十
年
前
と
な
る
と
古
希
が
近
い

私
に
も
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
当

時
の
事
を
知
る
方
が
お
ら
れ
た

ら
教
え
て
ほ
し
い
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う

が
、
先
人
た
ち
が
営
々
と
築
い

て
き
た
稲
津
町
の
よ
さ
を
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
は
継
承
発
展

さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
五
〇
年
の
足
跡
を
振
り
返

り
、
さ
ら
に
新
た
な
時
代
に
想

い
を
馳
せ
る
。
そ
ん
な
夏
ま
つ

り
に
し
た
い
。

今
年
の
祈
願
花
火
は
、
こ
ん

な
稲
津
の
心
意
気
を
打
ち
上

げ
、
夜
空
に
大
輪
の
華
を
咲
か

せ
よ
う
！�

（
Ｋ
）

高齢者の閉じこもり予防、地域住民の世代を超えた交流を図
ろうと、社会福祉協議会稲津支部が企画しました。第一回は5月
20日（原則毎月第3土曜日）、稲津公民館で、朝9時に開店し11
時に閉店しました。稲津支部のメンバーが心を込めて入れた美
味しいコーヒー（お代わりできます）、丁寧に焼いたトースト、
元気の出るバナナ、お菓子付きで、100円です。
あちこちのテーブルから「ひさしぶりやね～元気やった？」
という楽しい会話や笑い声が聞こえてきました。サロンの雰囲
気を豪華にしようと、支部の男性が選んだテーブルクロスが大
好評。「どこで買ってきたの？」や「センスいいね！」とのお褒
めの言葉をいただきました。テーブルのお花も、メンバーの丹
精込めた庭から摘んできたものです。花屋さんではなかなかお目にかかれない、かわいい花も、話題になりました。
一般的に4歳の子どもは一日に300回から500回笑いますが、大人になると、その回数は、10回から15回に激変するとか。
笑いは健康なくらしに不可欠なものです。この「サロン寄ってこ」で、コーヒーを飲んでおしゃべりをして、友達と旧交を
温め、笑う回数を増やしましょう！

日
　
時
　
６
月
24
日
（
土
）　
９
時
出
発

　
　
　
　
雨
天
中
止
（
前
日
金
曜
日
午
前
中
に
決
定
）

集
　
合
　
稲
津
公
民
館

持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

環
境
整
備
協
力
金　
５
０
０
円

登
山
ル
ー
ト　
常
盤
口
↓
屏
風
山
山
頂
↓
黒
の
田
湿
地
↓
笹
平

申
込
み
　
稲
津
公
民
館　
☎
６
８　
―　
３
２
０
１

※
こ
の
事
業
は
夢
づ
く
り
交
付
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
︒

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
︑
現
地
に
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
︒

ま
ち
づ
く
り
草
刈
整
備
作
業

期
　
日　
７
月
８
日（
土
）

と
こ
ろ　
小
里
城
跡
、
水
洗・中
学
校
線
桜
並
木
、

止
静
庵
の
草
刈
作
業
を
行
い
ま
す
。

集
　
合　
７
時
30
分

（
止
静
庵
の
み
８
時
）

大
自
然
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
音
楽
会
︒

ピ
ア
ニ
ス
ト
水
野
加
菜
さ
ん
の
伴
奏
で
︑
ソ
プ
ラ
ノ
小
木
曽
実
奈

さ
ん
が
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
歌
い
ま
す
︒

美
し
い
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

屏
風
山
登
山
と
山
の
音
楽
会

「サロン寄
よ
ってこ」オープンしました！

楽しい情報随時更新中！

稲津まちづくりホームページ

http://www.ii-nuts.jp/

小木曽実奈

水野加菜
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